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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は妊娠初期マウスより得た腺細胞が肱着床率に与える影響をマウス肱移植実験系を用いて検討し
たものである｡
本来肱移植を行ってもほとんど着床が認められない偽妊娠2日目マウスに肱移植した後に,妊娠4日目,
8日目,偽妊娠4日目および発情休止期のマウスより調整した腺細胞を静脈投与し,対照として腺細胞の
調整上清を用いて着床率の変化を検討した｡その結果,妊娠4日目および8日目腺細胞を授与したマウス
では対照に比較して着床率が有意に高く,偽妊娠4日目および発情休止期腺細胞を投与したマウスでは対
照に対して着床率に有意な差を認めなかった｡各腺細胞投与群間の着床率については妊娠4日目牌細胞を
授与した群が偽妊娠4日目,発情休止期腺細胞を投与した群に比べてそれぞれ有意に高値を示した｡
以上により妊娠4日目および妊娠8日目の腺細胞の静脈内投与によってマウスの肱着床能を調節できる
ことが示された｡また肱の存在が腺細胞の肱着床に対する効果に重要な役割を果たしていることが示唆さ
れた｡
以上の研究は妊娠マウスの腺細胞がマウスの着床能を変化させることを元めて示し,着床の機序解明に
貢献し,生殖生理学に寄与するところが多い｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は平成9年3月3日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認め
られた｡
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